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鹿屋体育大学動物実験施設等の設置及び利用に関する要項 

 
 

                           改正  平 成 １ ８ 年 ９ 月 ２ １ 日 
令 和  ３ 年 ４ 月 ２ ６ 日 
令 和  ５ 年 ６ 月 １ ６ 日 
令和 ５年１０月２５日 

 
 （趣旨） 
第１条 この要項は、鹿屋体育大学動物実験規程（令和５年規程第１７号。以下「実験規程」とい

う。）に基づき動物実験を実施する際の動物実験施設等の設置及び利用について必要な事項を定

めるものとする。 
 
 （定義） 
第２条 この要項における用語の定義は、実験規程第２条に規定するところによるほか、次の各号

に定めるところによる。 
（１）「実験室責任者」とは、管理者の監督のもと第５条に定める実験室を管理する者をいう。 

 
（飼養保管施設の設置） 

第３条 飼養保管施設を設置（変更を含む）する場合は、管理者が「飼養保管施設設置承認申請書」

（別紙様式第１号）を提出し、学長の承認を得るものとする。 
２ 学長は、申請された飼養保管施設を鹿屋体育大学動物実験小委員会（以下、「委員会」という。）

に調査させ、その助言により承認又は非承認を決定し、その結果を管理者に通知するものとする。 
３ 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、学長の承認を得た飼養保管施設でなければ、

実験動物の飼養若しくは保管又は動物実験等を行うことができない。 
４ 学長は、実験動物の飼養及び保管の状況について管理者・実験動物管理者から報告させ、必要

な場合は委員会の助言を受けて改善を指示するものとする。 
 
（飼養保管施設の要件） 

第４条 飼養保管施設は、以下の要件を満たすものとする。 
（１）適切な温度、湿度、換気、明るさ等を保つことができる構造等とすること。 
（２）実験動物の種類や生理、生態、習性等、並びに飼養又は保管する数に応じた飼育設備を有す

ること。 
（３）床や内壁などの清掃、消毒等が容易な構造で、器材の洗浄や消毒等を行う衛生設備を有する

こと。 
（４）実験動物が逸走しない構造及び強度を有すること。 
（５）臭気、騒音、廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置がとられていること。 
（６）実験動物管理者を配置すること。 

平 成 １ ６ 年 ４ 月 １ 日 

学術情報・産学連携委員会決定 
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（実験室の設置） 

第５条 飼養保管施設以外において、実験室を設置（変更を含む）する場合は、管理者が「実験室

設置承認申請書」（別紙様式第２号）を提出し、学長の承認を得るものとする。 
２ 学長は、申請された実験室を委員会に調査させ、その助言により承認又は非承認を決定し、そ

の結果を管理者に通知するものとする。 
３ 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、学長の承認を得た実験室でなければ、当該実

験室での動物実験等（４８時間以内の一時的保管を含む）を行うことができないものとする。 
 

（実験室の要件） 
第６条 実験室は、以下の要件を満たすものとする。 
（１）実験動物が逸走しない構造及び強度を有し、実験動物が室内で逸走しても捕獲しやすい環境

が維持されていること。 
（２）排泄物や血液等による汚染に対して清掃や消毒が容易な構造であること。 
（３）常に清潔な状態を保ち、臭気、騒音、廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置が

とられていること。 
 
 （動物実験施設等の利用） 
第７条 動物実験責任者は、動物実験施設等を使用して動物実験を行うときは、実験規程に定める

「動物実験計画書」により学長に申請し、学長の承認を得て利用しなければならない。 
 
 （機器の使用） 
第８条 動物実験施設等のトレッドミル及びケージ等の備品を使用する場合は、動物実験責任者間

で調整するものとする。 
２ 実験用のハサミ・鉗子等の手術器具及び実験消耗品については、各自所有のものを使用しなけ

ればならない。また、実験器具の準備・後片づけは、動物実験責任者の責任において行うものと

する。 
３ 動物実験施設等備付けの機器類を動物実験施設等の外へ持ち出す場合は、事前に実験動物管理

者に申し出なければならない。 
 
 （必要経費） 
第９条 動物購入費・飼料代等の必要経費は、動物実験実施者が負担するものとする。 
 
 （遵守事項） 
第１０条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者が動物実験施設等を使用する場合は、次の

各号を遵守しなければならない。 
（１）飼養保管施設に入退室する場合は、飼養保管施設に備付けの「飼養保管施設入退室記録簿」

（別紙様式第３号）または入退室記録機器に、必ず記録すること。 
（２）空調による実験動物の飼養環境維持のため、動物実験施設等の入退室の都度、必ずドアを閉
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めること。 
（３）動物実験施設等退出時には、責任を持って戸締まりをすること。 
（４）機器類を動物実験施設等へ搬入するときは、アルコール等で消毒処理しなければならない。 
（５）動物実験施設等から一度搬出された実験動物は、再搬入を認めない。ただし、飼養保管施設

と同じ建物内にある実験室への輸送のために、廊下等を経由することについては除く。 
（６）動物実験及び飼養中に死亡した実験動物は、動物実験実施者及び飼養者が新聞紙等で包装の

上、ビニール袋に入れ、実験廃棄物等処理要項（平成８年１２月２７日研究推進委員会決定）

に従い、廃棄すること。 
（７）動物実験終了後は、動物実験実施者の良識において、使用機器の整理・整頓及び清掃を励行

すること。 
 

（動物実験施設等の維持管理及び改善） 

第１１条 管理者は、実験動物の適正な管理並びに動物実験等の遂行に必要な動物実験施設等の維

持管理及び改善に努めること。 

２  管理者は、実験動物の種類、生理、生態、習性等を考慮した飼養又は保管を行うための環境の

確保を行うこと。 

 

（動物実験施設等の廃止） 
第１２条  学長は、管理者より届け出された「動物実験施設等（飼養保管施設・実験室）廃止届」

（別紙様式第４号）に基づき、委員会による動物実験施設等の調査を経て廃止の承認を決定する

ものとする。 
２  管理者は、必要に応じて、動物実験責任者と協力し、飼養又は保管中の実験動物を他の飼養保

管施設に譲り渡すよう努めるものとする。 
 
 （その他） 
第１３条 この要項に定めるもののほか、動物実験施設等の利用に関する必要な事項については、

別に定める。 
 
 
   附 則 
 この要項は、平成１６年４月１日から施行する。 
 
   附 則（平１８．９．２１） 
 この要項は、平成１８年９月２１日から施行する。 
 

附 則（令３．４．２６） 
 この要項は、令和３年４月２６日から施行する。 
 
   附 則（令５．６．１６） 
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 この要項は、令和５年６月１６日から施行する。 
 
   附 則（令５．１０．２５） 
 この要項は、令和５年１０月２５日から施行する。 
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別紙様式第１号（第３条関係） 

飼養保管施設設置承認申請書 

 

  年  月  日 

学   長  様 

                    申請者  所属               

                   （管理者） 氏名               

 

鹿屋体育大学動物実験施設等の設置及び利用に関する要項第３条の規定に基づき、飼養保管施

設設置の承認について申請します。 

１．飼養保管施設（施

設）の名称 

 

２．施設の管理体制 ＜管理者＞ 

所属：             職名： 

氏名：             連絡先： 

＜実験動物管理者＞ 

所属：             職名： 

氏名：             連絡先： 

関連資格： 

経験年数： 

＜飼養者＞（人数が多い場合、別途名簿を添付すること） 

所属：             職名： 

氏名：             連絡先： 

関連資格： 

経験年数： 

３．施設の概要 １）建物の構造（例：鉄筋コンクリート造 等） 

 

２）空調設備（例：温湿度制御、換気回数 等） 

 

３）飼養保管する実験動物種 

 

４）飼養保管設備（飼育ケージ 等） 

規格： 

最大収容数： 

５）逸走防止策（ケージの施錠、前室の有無、窓や排水口の封鎖 等） 

 

６）衛生設備（洗浄・消毒・滅菌設備 等） 

名称： 

規格： 

７）臭気、騒音、被器物等による周辺への悪影響防止策 

受付年月日    年  月  日 

受付番号 （         ） 
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４．特記事項  

 

５．委員会記入欄 調査年月日：    年  月  日 

調査結果：□ 申請された施設は鹿屋体育大学動物実験施設等の設置及

び利用に関する要項第４条の要件に適合する。 

（条件等：□改善後、飼養開始すること。） 

     □ 申請された施設は鹿屋体育大学動物実験施設等の設置及

び利用に関する要項第４条に適合しない。 

 

意見等： 

 

 

６．学長承認欄 本申請を承認します。 

承認番号：第      号 

承認年月日：    年  月  日 

鹿屋体育大学長 

 

【添付資料】 

１）施設の位置を示す配置図 

２）施設の平面図 
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別紙様式第２号（第５条関係） 

実験室設置承認申請書 

 

  年  月  日 

学   長  様 

                    申請者  所属               

                   （管理者） 氏名               

 

鹿屋体育大学動物実験施設等の設置及び利用に関する要項第５条の規定に基づき、実験室設置

の承認について申請します。 

１．実験室の名称  

２．実験室の管理

体制 

＜実験室責任者＞ 

所属：             職名： 

氏名：             連絡先： 

３．実験室の概要 １）実験室の面積：    ㎡ 

２）実験に使用する実験動物種： 

３）実験設備（特殊装置の有無等） 

 

４）逸走防止策（前室の有無、窓や排水口の封鎖等） 

 

５）臭気、騒音、廃棄物等による周辺への悪影響防止策 

 

４．特記事項  

 

５．委員会記入欄 調査年月日：    年  月  日 

調査結果：□ 申請された施設は鹿屋体育大学動物実験施設等の設置及び

利用に関する要項第６条に適合する。 

（条件等：□改善後、実験開始すること。） 

□ 申請された施設は鹿屋体育大学動物実験施設等の設置及び

利用に関する要項第６条に適合しない。 

意見等： 

 

６．学長承認欄 本申請を承認します。 

承認番号：第      号 

承認年月日：    年  月  日 

鹿屋体育大学長 

 

受付年月日    年  月  日 

受付番号  （        ） 
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別紙様式第３号（第１０条関係） 
飼養保管施設入退室記録簿 

 
日  付 氏 名 入室時刻 退室時刻 気温・湿度 入退室理由 

年  月  日  
 

  時  分   時  分 気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 

 
 

年  月  日 
 
 

  時  分   時  分 
気温     ℃ 
湿度     ％ 
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  別紙様式第４号（第１２条関係） 
動物実験施設等（飼養保管施設・実験室）廃止届 

 
  年  月  日 

学   長  様 
 
                    申請者  所属               
                   （管理者） 氏名               
 

鹿屋体育大学動物実験施設等の設置及び利用に関する要項第１２条の規定に基づき、届出いた

します。 
 

１．廃止する飼養保管

施設又は実験室の名称 
 

２．管理者 所属・職名  
氏   名  
連 絡 先  

３．廃止年月日 年  月  日 
４．廃止後の利用予定  

 
５．廃止時に残存した

飼養保管動物の措置

（飼養保管施設の場合

のみ記載） 

残存飼養保管動

物の有無 □ 有   □ 無 

有の場合の措置 
 

６．特記事項  
 

７．委員会記入欄  
 
 
 

８．学長記入欄 本届出を承認します。 

承認年月日：    年  月  日 

鹿屋体育大学長 

  

受付日  年  月  日 

受付番号（      ） 


